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研究成果の概要（和文）：近赤外光を可視光に変換するアップコンバージョン蛍光体の飛躍的高効率化を目指し、ドー
パント分布を最適化する新規な戦略に基づき、希土類多核錯体を前駆体とする合成法とドーパント濃度を検討した。得
られた蛍光体は約50nmのナノ粒子であり、960nmの近赤外光励起下での発光輝度と量子収率を評価した結果、最大発光
輝度は既存の合成法で得られるナノサイズ蛍光体より2-3倍高い値が得られた。

研究成果の概要（英文）：Up-conversion phosphors Y2O3:Er,Yb, which convert near-infrared into visible 
emission, were synthesized from multinuclear lanthanide (Ln) complexes by thermal degradation. This 
preparation method was employed to control distribution of Er and Yb in the Y2O3 matrix to realize high 
conversion efficiency. The resultant nano particles with c.a. 50 nm in size exhibited visible 
luminescence by both 960 nm and 1550 nm excitations. Optimization of the dopant concentration resulted in 
2 or 3 times higher luminance than that of samples prepared by conventional methods. Evaluation of 
luminescence response using a short-pulse laser revealed that composition showing high response differs 
from the composition showing the highest luminance.

研究分野： 無機化学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
長波長光の励起により短波長光を放出する

アップコンバージョン（UC: Up-Conversion）
現象は、近赤外光から可視光への変換が可能

であることから、近赤外センサー、太陽電池

の効率改善、生体マーカー、ディスプレーな

どへの応用が期待されている。長い励起状態

寿命をもつ希土類イオン（Ln3+）を発光中心

とする UC 発光が 50 年以上前に報告され、

様々な Ln3+種と母体結晶とを組み合わせた試

料の UC 発光特性およびメカニズムが研究さ

れてきた。最も多く研究されてきた系の一つ

が Er3+と Yb3+を共ドープした無機結晶である。

この系ではまず 960-980nm の近赤外光を吸収

し励起状態にある Yb3+から Er3+に２段階でエ

ネルギー移動し、Er3+の上方のエネルギー準位

から緑色と赤色発光する。一般にこのような

エネルギー移動型の発光効率は、単一の Er3+

サイトが２光子吸収する励起状態吸収型より

も高効率である。このほか、Tm3+と Yb3+共ド

ープの系では Yb3+→Tm3+エネルギー移動によ

り Tm3+が３段階励起される結果青色の発光

を示す。これまで上記の例を含め、希土類を

共ドープしたエネルギー移動型 UC 蛍光体が

数多く研究されてきたが実用化された例はほ

とんどない。その主な理由は、十分な発光効

率（輝度）と化学的安定性をもつ材料が見出

されていないためである。 
発光効率を低減させる要因として励起エネ

ルギーが結晶格子振動へ散逸する過程がある。

金属フッ化物など振動エネルギーの小さな母

体では発光効率が比較的高いため、例えば

NaYF4 母体が盛んに研究されているが、化学

的に不安定なため実用には不向きである。一

方、金属酸化物系の母体は安定であるが一般

に振動エネルギーが高く、無輻射失活しやす

い欠点がある。発光効率を低減させるもう一

つの要因として一般の蛍光体でも良く知られ

ている濃度消光がある。濃度消光とは、発光

中心を高濃度でドープした場合、発光中心間

距離が短くなるため励起エネルギーが次々に

移動して結晶格子内を広く回遊し、最終的に

格子欠陥などのキラーサイトに捕獲され無輻

射失活する過程である。一般にはドーパント

間のエネルギー移動が顕著になる臨界濃度よ

りも低いドーパント濃度では濃度消光は避け

られる。ところがエネルギー移動型の、例え

ば Er3+、Yb3+共ドープ UC 蛍光体の場合、臨界

濃度より低いドープ量では、原理的に発光に

必要な Yb3+→Er3+エネルギー移動も抑制され

てしまう。このように UC 蛍光体に内在する

本質的な問題も十分な輝度が得られない大き

な要因と考えられる。 
 
２．研究の目的 

上記の問題点を解決するための戦略として、

濃度消光を抑制しつつ Yb3+→Er3+エネルギー

移動効率のみを増強させる手法が開発できれ

ば、金属酸化物母体でも高い輝度が実現でき

る可能性がある。これを実現するための方法

として、母体内のドーパントの分散を制御す

るという発想に至った。具体的には、複数の

Yb3+サイトが１個～少数の Er3+サイトを包み

込むように分布した集合体の単位が、母体格

子内で十分な距離をおいて点在した状態を考

える。集合体内部では Er…Yb が近距離ゆえに

Yb3+→Er3+エネルギー移動確率が高く、UC 発

光を促進させる。一方、濃度消光の原因とな

る Er3+→Er3+および Yb3+→Yb3+エネルギー移

動については、集合体内部では起こるが集合

体間では距離が遠くほとんど起こらないと考

えられ、濃度消光を引き起こすような結晶全

体にわたる回遊現象は避けられる。しかしな

がら、このようなドーパントの分散状態の制

御は一般に困難である。 
本研究では、上記のようなドーパントの分

散制御を可能にする新しい調製方法を検討し、

得られた試料のキャラクタリゼーションと、

これまでの手法で合成された同組成の試料と

発光特性、特に発光効率を比較した。ここで、

エ ネ ル ギ ー 移 動 型 UC 蛍 光 体 と し て

Y2O3:Er,Yb および Gd2O3:Tm,Yb を用いた。こ

れらの材料は古くから研究されており、結晶

構造と組成がシンプルであることから選定し

た。上記のようにデザインされたドーパント

分布状態を実現させる試みとして、熱分解で

Ln2O3 を 与 え る Ln 六 核 ク ラ ス タ ー 
[Ln6(6-O)(3-OH)8(NO3)6(H2O)12]•(NO3)2•nH2O
1)（Ln6）（Fig.1）を用いる手法を考案した。

多核 Ln クラスターは複数の Ln3+が近距離に

位置しているため、これを熱分解すると原子

の再配置による Ln 原子の拡散は起こるもの

の、ある程度の集合状態は保存されると推定

した。 



 

Fig.1 The hexanuclear cluster in Ln6 
 
３．研究の方法 
【Ln6 の調製】：既報 1)の方法を部分的に変更

して調製した。 
【Y2O3:Er,Yb の調製】：Y6, Er6, Yb6を個別に

調製した後、DMF に溶かしてそれぞれストッ

ク液とした。これを所定の組成となるよう混

合し、200℃で DMF を除去後、900℃2h で焼

成して Y2O3:Er,Yb を得た。 
【Gd2O3:Tm,Yb の調製】：同様の手法により、

Gd6, Tm6, Yb6から Gd2O3:Tm,Yb を調製した。 
【その他の Y2O3:Er,Yb の調製】：炭酸沈殿法

（CA）、錯体重合法（PC）、シュウ酸塩共沈法

（OX）により Y2O3:Er,Yb を調製した。最終焼

成条件はすべて 900℃2h に統一した。 
【Y2O2S:Er,Yb の調製】：磁製二重ルツボの外

容器にイオウと Na2CO3の混合粉末、内容器に

各調製法で得られた Y2O3:Er,Yb を入れ、外容

器に蓋をして 800℃2h 加熱した。イオウ蒸気

との反応により Y2O2S:Er,Yb を得た。 
【測定】：発光スペクトルは、964 nm 半導体

レーザを照射し分光器と光センサーを用いて

室温で測定した。発光輝度や効率の評価には

積分球を用いた。 
 
４．研究成果 

 SEM 観察の結果、本研究で得られた

Y2O3:Er,Yb は直径約 50nm の均一な粒径をも

つ。発光スペクトルは Er3+の 2H11/2, 2S3/2→
4I15/2

による 550nm 帯の緑色発光、4F9/2→
4I15/2 によ

る 660nm 帯の赤色発光があり、両者の相対強

度はドープ濃度に依存する。Fig.2 に Er、Yb
ドープ濃度による緑色、赤色発光輝度変化を

示す。緑色発光は Er=1.25%、Yb=2.5%近傍の

限定された領域に極大があるのに対し、赤色

輝度は Er<8%、Yb<12%の広い領域の随所で

高く、赤色発光は緑色発光より濃度消光しに

くいことを示している。発光量子収率（相対

値）のプロット（Fig.3）は、発光輝度プロッ

トと似た傾向を示した。Fig.4 で Er=1.25%、 

 

 
Fig.2 Dopant concentration vs. luminance of 
green (a) and red (b) emission. 

 
 

 

 
Fig.3 Dopant concentration vs. relative 



quantum efficiency for green (a) and red (b) 
emission. 

Yb=2.5%濃度における発光輝度および量子収

率（相対値）を種々の調製法で比較し、本研

究の調製法は他に比べ高い輝度を示すことが

確かめられた。一方、量子収率はシュウ酸塩

共沈法（OX）が高く、緑色発光では本研究手

法を上回った。シュウ酸塩共沈法（OX）が高

効率である理由として、粒径が大きく結晶性

が高いことが指摘されている 3)。本研究で得

られた試料は 50 nm サイズの微粒子にもかか

わらず高輝度を示しており、適当な溶媒への

分散技術によりインクや塗布剤、生体ラベル

剤など実用面で有利である。 

 
Fig.4 Luminance (a) and relative quantum 
efficiency (QE) (b) of samples. 
 
 青色発光を示す Gd2O3:Tm,Yb については
PC 法の約 3 倍の輝度を得た。 
一方、硫化により生成した Y2O2S:Er,Yb は緑

色発光が優勢となり、原料 Y2O3:Er,Yb より輝

度が 10 倍以上向上した。さらに、調製法によ

る輝度の違いは Y2O3:Er,Yb と同様の傾向を示

した。 
 本研究の調製手法で推定されるドーパント

分散過程を Fig.5 に模式的に示した。Ln6 の

DMF 溶液の熱分解初期過程では Ln6が濃縮・

固化する際に、Ln3+イオン半径と原子量が近

い Yb6－Er6または Yb6－Tm6の凝集が優先し

て起こる。この状態で熱分解すると、生成す

るY2O3またはGd2O3格子内でYb3+-Er3+または

Yb3+-Tm3+のサイトが集合した状態が保持さ

れる。その結果、研究目的で述べたドーパン

ト分散モデルに近い状態が実現されたものと

推定している。 
 以上を総括すると、Y2O3:Er,Yb 蛍光体にお

いて発光輝度と量子収率（相対値）とそれら

のドープ濃度依存性を評価した。緑色発光と

赤色発光のドープ濃度依存性は全く異なる

分布を示し、濃度の選択により緑色蛍光体と

赤色蛍光体を作り分けることが可能である。

同じ手法で青色発光を示す Gd2O3:Tm,Yb に

ついても、従来法よりも高い輝度が確認され

た。今後、本調製手法で高輝度が得られる理

由を、ドーパントの分布状態とエネルギー移

動の観点から検証されることが望まれる。 
 

 
 
Fig.5 Predicted Ln6 decomposition procedure in 
this study. 
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